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演習授業にお ける音楽創作の 試み と事例研究
　　　　　　　　　一 電子楽器クラビノ

ーヴァを用い て
一

　　　　　　　　　　　　　　　宮脇 長谷 子

　　　　　　　　　　　　（静岡県立大学短期大学部）

1 はじめ に

保育者養成にお けるピア ノ指導の 望ましい指導の あり

方を継続的に研究
・実践する中で、筆者は常に創作教育

の 重要性を感じてきた。なぜならば、子どもの創造的な

活動を引き出すためには、高度なピアノ演奏技術よりも

即興性や創慥牲が保育者に 求められると考えるか らで あ

る。身体的な活動に おい て、その動きに合わせた音作り

を可能ならしめる能力の育成を念頭にお い たピア ノ指導

と、そ の ための 教材作りや構造的なカリキ ュ ラム の 検討・

作成をライフ ワ
ー

クとしてきたの で ある。

しかし、従来の ピアノ指導の形態（一人あたり15分程度

の 個人 レ ッ ス ン ）で は、時間的な障害の みならず 、ピア ノ

演奏の 特性からも無理があり、創作教育は 、 ML 導入校

で先行して行われてきた。筆者の勤務校でも、ヤマ ハ の

クラビノ
ー

ヴァ 10台を購入 し、その 中で Mn 〕1録音機能

を備えた 5 台を用い て平成 9 年より創作指導を行っ てき

た。 台数も少なく、演習授業（ゼミ）の ため受講生も少人数

で はあるが、同じカリキュ ラム で授業を行っ た平成 11 年

か らの 3年分をここに まとめ、分析を試みたい
。

2 研究の目的・仮説

学生が即興的に演奏し録音した作品を楽譜化し、分析

することによっ て評価の ポイントを探るとともに、より効果

的な創作指導の方法と今後の課題を探る。あわせ て 学生

の創造性とピア ノ学習との相関を調べ 、ピア ノの 学習歴、

習熟度と創作能力は比例しない ことを仮説とした い。

3 研究の方法

3−1）対象

勤務校の社会福祉学科の学生 19人 。 1年次後期から2
年次の 前期に開講される杜会福祉演習で筆者の 授業を

選択した学生 の うちクラビ ノ
ーヴァ を用い た者であり、保

育士 選択学生は 8 名、他は介護福祉士 を目指す学生達

である。 テ
ー

マ は 「自分の音を作ろう」とい うもの であるが、

授業開始時にはピアノを全く弾けなかっ た学生も 3 名含

まれ てい る。表 1 に お ける演奏上級者とは入学前に 5年

から 10 年間 ピアノを習っ たことがあり、目安としてソナ タ

以上 が弾ける者、中級者 は 5 年未満で ソナチ ネ程度、初

級者は 1年未満の者である。

3・2）カリキュ ラム ・授業内容

（1）ガイダンス。 クラビノーヴァ の機能説明・演習、音色

選択、リズム 選択、学習機能等。

（2）多重録音の 説明と練習、 共通課題「ドイツ民謡」。 1 トラ

ック（ピ アノ
・伴奏・

リズ ム ）、2 トラソク〈クワイア ・伴奏・
和

音）、3 トラック（バ イブ・主旋律）。ここで初めてピアノを弾

く経験をする者につ い て は工夫をして （重音をさらに分

ける等）トラック数を増やすことを許可して い る。

（3）コ ードネーム の説明・
コ
ードを押さえる練習。コ

ードネ
ー

ム の理論的説明は基本的なもの の みに止め、ピア ノ演

奏初心者 に つ い て は、クラビノ
ーヴァの 厂シ ン グル フ ィン

ガー
」機能を利用 し、コ

ー
ドの 根音の みを押さえる練習を

させ る。

（4）自動伴奏の 説明、共通課題 「里の 秋」、「小さな世界 」。

ス プリッ トの設定、イン トロ ・エ ン ディングの 練習、「シ ン グ

ル フィンガー一
」、「フィンガーコ ー

ドJ等を使っ て自動伴奏

の 練習、指定リズム はポッ プス バ ラ
ー

ドとトラディショ ナル

マ
ーチ。 ここでも、初・Lagはまず「シングル フィンガ

ー
」で

自動伴奏を録音してから、それに合わせ てメロ ディ
ー

を

練習し、多重録音をさせる。上級者は メロ ディ
ーと左手の

コ
ー

ド押さえ（自動伴奏）を同時に行い 録音する。

（5）メロ ディ
ーの変奏、オブリガード、重音の説明。 経過音、

倚音、反進行、協和音等に つ い て簡単に説明し、筆者の

作品（「星に願いを」）を録音してみせる。ここでの説明は

あまりヒン トを与えすぎない ように 留意す る。

（6｝共通課題「星に願い を」の編曲、録音。同曲の シン プ

ル な楽譜（石井由希子編曲、ヤマ ハ ミュ
ージックメディア

出版〉をもとに 自分なりに 工夫して創り変えた曲を録音し、

そ の フ ロ ッピーを提出させ る。音色の 選択、多重録音、自

動伴奏の利用、リズム の選択などすべ て自由とした。

（7）自由課題 1〜2 曲。 介護福祉専攻生には老人介護の

現場における音楽療法に役立っ 曲をイメ
ージさせ、保育

士選択の 学生 に は 子供の身体表現に合っ た曲をイメー

ジさせ て 自由に曲を選択し、編曲し録音させる。

（8）共通課題・メロ ディ
ー創作。ある曲の コ

ード進行に よる

自動伴奏を入れ てお い たフ ロ ッピーを渡し、メロ ディ
ー

を

倉わて録音させ る。

3・3）分析の 方法

以上の カリキュ ラム の 中で今回は特に（6）の 共通課題の

み をとり上げ分析す るこ とにし為 提出されたフ ロ ソ ピー

をコ ンピ ュ
ー

タ
ー

ソフ ト・シ ンガ
ー

ソングライターにかけ楽
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譜化し 、 そ こに 見られる演奏者 の 創意工 夫を点数化 し、　 表 1 ビア ノの 習熟度 と評 価　　　 （ ）内は 自動 演奏の 有無

その合計点と耳で聴い た時の 評価とを比較して みる。

〈評価の ポイン ト〉

（1）トラック数

　使用して い る録音トラッ ク数が多ければそれだけメロ

デ ィ
ー

以 外 の 音を多く使っ て 工 夫してい るとい うことで あ

るか らそのまま数をカウン トする。音色数によるカウン トも

考えたが 、多重録音の 工 夫を評価し、今回 は トラッ ク数と

した。ただし自動伴奏はそれだけで 5〜8トラックとっ て し

まうの で全て 1としてカウン トする。

（2）メロ ディ
ー一
変奏。あり（1点）、なし（0 点）（譜例 1， 2）

（3）重音の 使用 。
あ り（1 点）、なし（0 点）（譜例3）。

（D対旋律的な工丸 あり（1点）、なし（0 点）（譜例4）

  伴奏部分の 工夫、 あり（1点）、なし（0 点）。

　以上、  から（5）に っ い て 1、0 評価としたの は内容の

良し悪しの 評価に は 主観が入るため、それを避けたか っ

たからである。

4 結果と考察

分析の 結果を個人別 に まとめたの が 表 1である。 本来、

創作作品を客観的に評価するのは難しく、点数化するこ

との 無謀さを自覚しつ つ も、耳で聴い たときの主観的な

評価と数字が
．・t・致した結果となり納得して い る。もちろ

ん、点数が低い というだけで 「だめ」な作品とい うわけで 譜例 2

盤鷹 灘 黠 潔 轟歎 勢一
プテ ンポの 自動伴奏にの り

一
氣 に弾き切っ て 爽快感があ

る。「星に願いを」という曲の イメ
ー

ジからはかけ離れてい

る分だけオリジナ リティは十分にあると言えよう。 ただ、自

雛 奏に耡 すぎて い て ・右手
’主辭 しか 印象に 残ら

翻 4
な

備 雛 灘 葎・考えた・鵬 伴奏・ 幽圭壅 些垂 些ξ軸
利用せず丁寧に多重録音をしてリコ

ーダの アン サン ブル

の様な味わい 深い 雰囲気を醸し出して い る。
A よりも多く

トラッ クを使っ てい るの が意外であっ たが、総合でも12点

と大きく上回ることとなっ た。Sと同じく全くビア ノが弾けな

い Qは、譜例3を 2 トラック使い、チャペ ル ・クワイアで綺

麗に ハ モ らせ ており、自動伴奏 Jazz　Ba］ladl との 絡み

合い も自然で ある。以上は耳で聴い て い て 「良い 」と評価

出来るもの であるが、さすがに 3 点、2 点になると与えら

れた楽譜をその ままパ ー
トに分けて弾い て 自動伴奏をつ

けただけの もの であっ たり、旋律に四声体和声 の課題の

ような伴奏をつ けたもの であっ た。そうい っ た作品は H 群

の 学生 に多く、1群 の 平均が 6 点、H群が 3，7 点、皿群

が 8 点とい う結果か ら、
ピア ノの演奏能力と創作能力は比

例 しない ことが ある程度立証され た の で は ない か 。

評価 の ポ イン ト

学生
トラッ ク数

メロデ ィ
ー

　 変奏
対旋律 重音

伴奏の

工 夫
合計

A3 （O ） 1 0 置 0 5

B3 （X ） 1 1o ユ 6
C5 （×） 0 0Do 5
D 叙 ×） o 1Do む

1
演

奏

上

級

者

E4 × 0 00o 4
F5 （×） 匸 0o1 7

G6 （X ） 1 10o 8
H4 （O ） o o01 5
1 ：3（×） o 110 5

窪（×） o 工 00 5
K2 （○ ） 1 0o0 3

H
中

級

者

L2 （o ） 1 0o0 3
M3 （× 0 0o1 4
N1 （×） 1 0oo 2
O3 （○ ） 1 ］ 01 6
P30 ） o 001 4

皿

初

心

者

Q90 0 工 1L12

R5 （×） 0 001 6

s9 〔×） 1 1o1i2

5 まとめ

　以上 3年間の 授業実践の 分析を試みてきたが、学生が

「楽しみながら取り組めた 1と大学で行っ た ア ン ケ
ー

トに

答えて い る点には安堵して いる。今後の課題としてはカリ

キュ ラム の （8）コ ー
ド上 で メロ ディ

ー
を創る、とい うレベ ル

に全員が 到達できるようにさらに 工夫を重ねるとともに ピ

ア ノ指導 へ の 応用と電子 楽器の有効な活用にっ い ても

考えて いきたい 。
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